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２
月
の
こ
と
を
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
と
い
い
ま
す

よ
ね
。
こ
の
言
葉
は
日
本
書
紀
に
も
記
載
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
古
く
か
ら
あ
る
言
い
方
な
の
で
す
ね
。

如
月
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
ず
は
「
ま
だ
寒
さ
が
残
っ
て
い
る
の
で
衣
を
重

ね
着
す
る
」
を
意
味
す
る
「
衣
更
着
（
き
ぬ
さ
ら
ぎ
）
」

か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
。
他
に
も
「
陽
の
気
が
発

達
す
る
季
節
（
気
更
来
＝
き
さ
ら
ぎ
）
」
、
「
草
木
の

芽
が
張
り
出
す
草
木
張
月
（
く
さ
き
は
り
づ
き
）
」

に
由
来
す
る
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
「
如
月
」
と
書
く
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
紀

元
前
２
世
紀
頃
の
中
国
で
は
２
月
の
こ
と
を
「
如
」

と
表
し
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
「
如
」
は
本
来

「
従
う
」
と
い
う
意
味
で
「
ひ
と
つ
が
動
き
出
す
と

次
々
に
従
っ
て
動
き
出
す
」
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
然
や
草
木
や
動
物
な
ど
が
、
春
に
向
か

っ
て
次
々
と
動
き
始
め
る
の
が
、
２
月
な
の
で
す
ね
。

恵
方
巻
き
と
は
、
節
分
の
日
に
そ
の
年
の
吉

と
な
る
方
角
（
恵
方
）
を
向
い
て
無
言
で
食
す

る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る
巻
き
寿
司
で
す
。

も
と
も
と
は
大
阪
が
発
祥
で
、
１
９
８
９
年

に
大
手
コ
ン
ビ
ニ
店
が
「
大
阪
に
は
節
分
に
太

巻
き
寿
司
を
食
べ
る
風
習
が
あ
る
」
と
恵
方
巻

き
を
扱
い
始
め
ま
し
た
。

太
巻
き
に
は
七
福
神
に
ち
な
ん
で
７
種
類
の

具
材
を
使
う
と
良
い
と
さ
れ
、
福
を
巻
き
込
む

よ
う
に
、
と
の
意
味
付
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
料
の
代
表
例
と
し
て
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
キ

ュ
ウ
リ
、
伊
達
巻
、
ウ
ナ
ギ
、
桜
で
ん
ぶ
、
シ

イ
タ
ケ
煮
、
シ
ソ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は

海
鮮
物
を
多
く
使
っ
た
も
の
や
、
具
材
の
種
類

を
少
な
く
し
た
も
の
、
逆
に
多
く
し
た
も
の
と
、

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
恵
方
は
「
東
北
東
や
や
東
」
と
の
こ

と
で
す
。
ち
な
み
に
２
０
２
５
年
か
ら
は
立
春

が
２
月
３
日
に
な
る
年
が
増
え
、
そ
の
年
は
節

分
が
２
月
２
日
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。



地

名

の

由

来

『

小

野

』

こ
の
地
名
に
つ
き
も
の
な
の
は
、
小
野
小
町

の
伝
説
で
す
。
相
野
田
の
得
成
寺
は
、
彼
女
が

諸
国
行
脚
中
に
病
と
な
り
、
こ
こ
で
修
行
し
て

開
い
た
寺
と
い
い
、
そ
の
木
像
の
ほ
か
、
化
粧

井
戸
や
小
野
塚
も
あ
る
そ
う
で
す
。

和
名
抄
に
は
甘
楽
郡
小
野
郷
と
あ
り
、
当
時

は
旧
黒
川
村
ま
で
そ
の
範
囲
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
中
高
尾
に
あ
る
県
重
要
文
化
財
の

「
仁
治
の
碑
（
１
２
４
３
年
造
立
）
」
に
刻
ま

れ
た
人
名
中
、
小
野
氏
が
２
名
あ
り
、
当
時
小

野
氏
と
い
う
有
力
者
が
こ
の
地
方
に
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
（
地
名
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
）

【
新
年
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
解
答
】

今
回
の
解
答
は
「
ケ
ン
コ
ウ
イ
チ
バ
ン
」
で
す
。

応

募

さ

れ

た

方

か

ら

、

た

く

さ

ん

の

貴

重

な

ご

意

見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今

後

に

活

か

す

よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

広報委員会リーダー 五十嵐俊生

応
募
総
数
は
２
９
８
通
で
し
た
（
う
ち
正
解

は
２
９
３
通
）
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
応
募
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
の

通
り
１
０
名
の
当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
当
選
者
】
（
順
不
同
）

・
富
岡
市
上
小
林

今
井
春
美
様

・
富
岡
市
蚊
沼

恩
田
厚
子
様

・
富
岡
市
中
沢

佐
藤
初
子
様

・
富
岡
市
七
日
市

小
川
よ
し
子
様

・
富
岡
市
七
日
市

松
井
多
恵
子
様

・
下
仁
田
町
馬
山

大
嶋
豊
子
様

・
南
牧
村
砥
沢

神
戸
ま
り
子
様

・
甘
楽
町
白
倉

森
田
久
美
子
様

・
甘
楽
町
庭
谷

小
幡
由
美
子
様

・
吉
井
町
長
根

新
井
英
雄
様

※
な
お
、
当
選
者
の
方
に
は
、
お
名
前
等
を
掲

載
す
る
旨
ご
了
解
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
春
特
別
企
画
！

新
年
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
当
選
者
発
表
!!

「ケンコウイチバン（健康一番）」



漢
字
読
め
ま
す
か
？

ア
メ
シ
ス
ト

２
月
の
誕
生
石
と
い
え
ば
「
ア
メ
シ
ス
ト
」
。「
ア

メ
ジ
ス
ト
」
と
も
い
い
ま
す
。
和
名
は
「
紫
水
晶
」
。

ラ
イ
ラ
ッ
ク
色
、
ス
ミ
レ
色
、
輝
く
葡
萄
色
な

ど
、
自
然
の
中
で
美
し
く
佇
む
あ
ら
ゆ
る
紫
色
を

持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
宝
石
言
葉
は

「
誠
実
・
心
の
平
和
」
で
す
。

ア
メ
シ
ス
ト
の
心
理
的
な
効
果
と
し
て
は
「
心

の
苦
痛
、
心
配
事
、
怒
り
な
ど
を
取
り
去
る
」
作

用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
災
い
か

ら
身
を
守
る
石
」
と
し
て
も
人
気
で
す
。
集
中
力

や
直
感
力
を
高
め
、
瞑
想
や
祈
り
の
助
け
に
も
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
司
祭
は
こ
れ
を
指
輪
に
、

仏
教
の
僧
侶
は
数
珠
に
し
て
身
に
つ
け
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

枕
の
下
に
置
く
と
、
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
グ
記
事
ご
紹
介

研
修
委
員
会
か
ら

社
員
の
自
己
啓
発
と
し
て
社
内
研
修
を
行

っ
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
読
書
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
お

す
す
め
本
の
紹
介
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
個
人
の
目
標

達
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

リ
ー
ダ
ー

高
田
誠

次
の
漢
字
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

①
漁
る

②
遍
く

③
暗
渠

④
競
る

⑤
顛
末

⑥
彩
る

⑦
韜
晦

⑧
傾
げ
る

◎
洗
面
所
の
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム

・
お
客
様
か
ら
洗
面
所
の
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
洗
面
化
粧
台
を
取
り
替
え
、

床
と
ク
ロ
ス
を
は
り
替
え
ま
し
た
。
特
に
洗
面
化

粧
台
の
ま
わ
り
の
壁
に
は
キ
ッ
チ
ン
パ
ネ
ル
を
は

り
、
他
の
壁
や
天
井
と
は
違
う
柄
の
ク
ロ
ス
を
は

る
と
こ
ろ
に
、
お
客
様
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
し

た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
部

市
川
寛
樹

（12月12日掲載記事）
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暮らしの雑学・豆知識
●○●○●○●○●○●○●○●○●

～ 急須（きゅうす） ～

お茶を飲む時に使う急須。なぜ

「急」という字がついているのか

ご存知ですか？ もともと中国語

で「急須」とは、「急いで酒をお燗

するための小さな鍋」のことでし

た。この場合「急」は文字通り「急

いで」という意味で、「須」は「用

いる」という意味です。つまり急

須は「酒を温めるために急場しの

ぎで用いる容器」という意味です。

それがいつしかお茶を煎れる容器

のことをさすようになったという

わけです。もっとも、急な来客時

に、急いでお茶を煎れるケースも

あるかも知れませんが。

①
漁
る
（
あ
さ
る
）

・
探
し
求
め
る
事
。「
す
な

ど
る
」
と
読
む
と
「
漁

を
す
る
事
」。

②
遍
く
（
あ
ま
ね
く
）

・
広
く
行
き
渡
る
事
。

③
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）

・
覆
い
の
あ
る
排
水
路
。

④
競
る
（
せ
る
）

・
相
手
と
競
い
あ
う
事
。

⑤
顛
末
（
て
ん
ま
つ
）

・
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
。

⑥
彩
る
（
い
ろ
ど
る
）

・
色
鮮
や
か
に
飾
る
事
。

⑦
韜
晦
（
と
う
か
い
）

・
自
分
の
才
能
や
本
心
を

隠
す
事
。

⑧
傾
げ
る
（
か
し
げ
る
）

・
横
に
曲
げ
る
事
。「
傾
け

る
」
と
書
く
と
「
か
た

む
け
る
事
」。

猫
の
日
は
、
日
本
の
「
猫
の
日
実
行
委
員

会
」
が
、
１
９
８
７
年
に
制
定
し
た
記
念
日

で
、
２
月
２
２
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
猫
の
日
は
、
愛
猫
家
の
学
者

や
文
化
人
で
構
成
す
る
「
猫
の
日
実
行
委
員

会
」
が
、
一
般
社
団
法
人
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
協

会
と
協
力
し
て
「
猫
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
幸

せ
に
感
謝
し
、
猫
と
と
も
に
こ
の
喜
び
を
か

み
し
め
る
記
念
日
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う

趣
旨
で
１
９
８
７
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

２
月
１
１
日
は
「
建
国
記
念
の
日
」
で

す
。
戦
後
、
日
本
の
建
国
を
祝
う
記
念
日

を
制
定
す
る
運
動
が
活
発
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
９
６
６
年
に
国
民
の
祝
日

に
認
め
ら
れ
、
翌
年
か
ら
適
用
と
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
「
建
国
記
念
日
」

で
は
な
く
て
「
の
」
が
途
中
に
あ
る
の
か

で
す
が
、
史
実
に
基
づ
く
建
国
の
日
を
祝

う
の
で
は
な
く
て
、
建
国
さ
れ
た
事
実
そ

の
も
の
を
祝
う
日
だ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

猫
の
日

建
国
記
念
の
日

「大五建設ブログ」
過去の「暮らしの瓦版」は

大五建設のホームページ
からご覧いただけます。

大五建設 で


